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斎藤勝利の記 した 『松前詰合日記』には、幕府

からの命令でロシア進攻の防衛 として文化4年 か

ら5年 にかけて斜里で越冬 した津軽藩戊兵百余名

のうち72人 が 「浮腫病」で死亡 したことが記さ

れている。浮腫病(水 腫病)と はどんな病気でそ

の病因は何であったであろうか。

A)栄 養 障害

食物 に関す る記載 は極めて乏 しく、 「米噌、酒、

味噌、漬物、塩、酒肴」 と、4月2日 の記載 に 「生

魚は去年の9月 に食べてか ら現在 まで 口に してい

ない」 とあ るのみであ る。米 、味 噌、塩 な どは最

後 まで欠乏 は していない ようである。 とす る と栄

養 の質の問題 はあって も、絶対 的カ ロリー不足 、

す なわち飢餓で はない。

エネルギ ー産生 には、熱効率 のよい糖 質 と脂肪

が利用 され、生命維持 に必要 な物理 的(筋 肉運動

な ど)、 化学的(酵 素 反応 な ど)エ ネルギ ーや、

熱(体 温維持)エ ネルギーの供 給源 となる。

総エ ネルギ ー摂取量 の点では、脂肪 は明 らか に

不足 していた とはいえ、米 だけ は十分 に食べ てい

た ならば、それほ ど問題 は無 かった。

・栄養学的 問題点

1)脂 質

生体 に存在す る脂質 としては トリグリセライ ド、

コレス テロール、 リン脂質 、お よび遊離脂肪酸 な

どがあ る。

トリグリセライ ドはエ ネルギー源 と しての基礎

代謝 の約50%を 供 給 し、 また水 の熱伝 導速度 の1

/3で あ るこ とか ら、断熱作用 を有 してお り体温

の維持に役だ っている。 リノール酸、 リノレン酸、

アラキ ドン酸 は、 その欠乏 によ り成長 阻害、皮膚

炎が お こる ことが知 られてお り、 また生体 内で合

成 されないため、必須脂肪 酸 とよばれている。必

須脂肪酸 は植 物油 に高濃度 に含 まれてお り、全摂

取 カロ リーのわずか1～2%と れ ば、欠 乏症状 は

現れ ない。

住居や衣類 が劣悪で ある以 上、酷寒 の中で生存

す るため には脂肪 の摂取 は不可 欠であ った。

て んぷ らや、油で妙め た ものは食べ たであろ う

か?

熊 、鹿、 うさぎの狩猟 は冬は困難で も、あ ざらし、

お っとせ い、せ い うちな どは、当時 はい くらで も

いた とい う。 多少は肉が臭 くて も、十分 な タンパ

ク質 と脂肪 とを取 るべ きであ った。

2)タ ンパ ク質

タンパ ク質 は糖 質や脂質 とは異 な りエ ネルギー

の供給 が主 な作用 では ない。 タンパ ク質 は細胞構

築 として重要 なだけでな く、細胞 内で酵素 と して

さまざまな生体反応 を触 媒す る。 また血漿 中の凝

固因子、アルブ ミン、グロブリンとして血液凝固、

物 質の運搬、免疫 、膠 質浸 透圧の維持 に関与 して

いる。両性 電解質 としての血液PHの 維持 、脂溶

性 ビタミン、内 因性 ・外 因性 の毒物 、ホルモ ンな

どの担体 としての機能が ある。

タ ンパ ク質は脂質 と結合 して リポタ ンパ クとな

り、脂質 の代 謝 にも役立 ってい る。 ご飯1ぜ んは

約150gで あ り、 カロ リー は192キ ロ カロー で タ

ンパ ク質 を3.49を 含 有 して いる。 ほ とん ど米 だ

けの食事 で、副食物は漬物 、味 噌汁、梅干 し、塩

魚だ った として も、斜里で は一 人1日6合 支給 さ

れていた こ とは明治の兵食が1日6合 であ った こ

とか ら も考 え得 る。 そ れ な らば 総 カ ロ リー は

3500キ ロ カ ロ リー ほ どとな り、重 労働 を して い

る下級 隊員(大 工 ・鳶 ・郷夫等)に して も、寒冷

地 では約20%増 の エ ネルギ ーを必 要 とす ることを

考慮に入れて も、不足 は しなかったか も知れない。

しか しなが らこれだけ米 を食べ得 た として も、

タ ンパ ク質の摂取量 は約61gと な り、必 要最小限

1日 量 の759に は足 りない。で きれば、 この よう
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な条件 下 では1209の タ ンパ ク質 を摂取 すべ きで

あ った。

タンパ ク質の摂取不足 だけで な く、総 エネルギ

ー摂取量 の不 足が も しあったな らば
、体 タンパ ク

の燃焼 を もた ら し、筋 肉の消 耗な どと ともに低 タ

ンパ ク血症 を きた してい たであろ う。

塩分 の取 り過 ぎの ためのナ トリウムの貯留 に よ

る体内 の水分 の過剰 な蓄積 に よる循環血漿量 の増

加 も、血漿 タンパ ク濃度 を薄めて低 タ ンパ ク血症

を悪化 させ ていたであ ろう。

米以外 の副食 には保存 のため にもどれに も塩分

が多量 に入ってい た と考 え られ る。 また、中級、

下級 の長屋 には井戸が無 かった ようだが、上長屋

の井戸 は使 わせて は もらえなか ったのか。飲料水

に も潮 が混 入す るよ うでは、塩分の摂 り過 ぎは明

らか で、浮腫 の原因 となったであろ う。

上級武士 だ けは、少 しは鱒 ・鮭(塩 引魚)を 食

べ ていたのであ ろ うが 、その他の者 は、米だ けで

は、必須 ア ミノ酸 は摂取 で きず 、低 蛋白血症 は確

実 に起 こってお り、浮腫 を生 じた り、 さらに腹水

も発生 してい たこ とも考 え得 る。

3)ビ タミン

ビタ ミン類 は水溶性 お よび脂溶性 の2種 類 に大

別 される。水溶性 ビタ ミン類はB群(B1,B2,

B6,B12)、C,葉 酸 、ナイア シン、パ ン ト

テ ン酸、 ビオチ ンな どか らな り、その多 くは体 内

において補酵 素型 に変化 して種 々の物質代謝 に触

媒 的 に関与 し、生理機能 を発揮 するが、機能 と欠

乏症 との 関係 は明 らかで はない。

一方脂溶性 ビタ ミン類 はA ,D,E,K,な ど

か らな り、一般 に自然 の食物 中 に脂質 に結 合 して

存在 し、熱 に対 し比較 的安 定であ る。脂溶性 ビタ

ミンのい くつかは体内において活性型に転換 され、

標 的臓器 に対 して特異 な作 用 を発揮す る。す なわ

ち膜機 能や タンパ ク質合成 に及 ぼす ホルモ ン様の

作用機序 を示す こ とが 明 らか にされ ている。

1)ビ タミンB1

イ)欠 乏に よる脚気 の臨床症 状 ・初期 の症状

脚気の は じま りは次 ぎの ような症状 があ る。歩 く

と脚が早 く疲 れる、膝の関節が弛 んだ(が くが く

す る)感 じが する、運動 をす る と脚 に痛みが起 こ

る。下腿 の知 覚が鈍 くなる、異常 な感覚(ピ リピ

リする、ムズムズする、 シビレル、冷 え冷えす る)

が あ る。腓腹 筋(ふ くらは ぎ)が 緊張 した り痙 攣

したりする、腓腹筋を圧すと痛みがある、下腿の

全面に軽い水腫(む くみ)が 出る、心臓部に重感

や圧迫感がある、運動すると動1季や息切れがする、

みぞおちが膨満 した感 じがする、食欲が低下する、

便秘に傾 く、気分がす ぐれない、顔色が蒼白いな

ど。他覚的には心臓の拡大、拡張期血圧の下降、

脈拍の不安定、腱反射の減弱など軽度の所見がみ

られる。総括すると軽い、神経、筋肉、心臓、胃

腸の症状で、以後の病変を予兆しているが、一・見

「不定愁訴症候群」のようにみえる。

ロ)湿 性または水腫性脚気の症状

はじめは下腿の全面や足背に軽いむくみがある

が、 しだいに強 く指でおすと凹むほどになる。下

肢だけではな く、項部、背部、上肢など全身にも

広がる。しか し、心不全や腎臓病ほど高度なむ く

みにはならない(せ いぜい中等度)。 むくみが強

いばあいには胸膜腔、腹膜腔、心嚢腔などの漿膜

腔にも水腫 を起こす(胸 水、腹水、心嚢水)。

むくみの増強につれて心臓の症状が強 くなり、

動悸、胸内苦悶、呼吸困難などを覚える。脈拍は

早 くなり、拡張期血圧は下が り、心臓は左右に拡

大、心音は高 く、大腿動脈、上腕動脈、肘動脈な

どで動脈音を聴 く。

脚気のむくみは、心臓障害のためでなく、血管

壁の透過性が高 まり(血 管壁の変化 と血管運動神

経の麻痺のため)、 血液中の水分が血管か ら漏れ

てむ くみになるといわれている。

ハ)乾 性または萎縮性脚気の症状

脚気が治るばあい、知覚の障害は遅 くおかされ

た部分からよくなり、はじめにおかされた部分は

長 く残る。すなわち下腿 と足の知覚障害は通常永

く残る。

運動の障害(筋 肉麻痺)は 、末梢性の運動神経

障害 と筋肉の変性のために起こるもので、知覚の

障害 と同時に現れる。通常下肢にもっとも強 く、

また普通程度の脚気では下肢に限局することが多

い。伸筋が強 くおかされるため、足の背屈が障害

され足 首か ら先が垂 れる(尖 足、足 下垂foot

drop)。 患者は脚を拡げ股関節を平常 より深 く曲

げ弛緩麻痺の歩行 をするため 「泥沼の中を歩 くよ

うな」と表現 される独特な歩 きかたをする。され

に下肢筋の麻痺が進むと、歩行 も起立もで きなく

なる。
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食 品の ビタ ミンB1・C含 有量

食 品 名
食品100g当 りの

ビタミンBl(mg)
ビタミンC(mg)

精白米 0.09 0

七分つき米 0.21 0

玄米 0.36 0

糠 2.5 0

大麦(挽 割麦、押し麦) 0.18 0

小麦(内地普通) 0.32 0

小麦粉(1等 中力) 0.15 0

パン粉 0.12 0

食パン 0.1 0

乾パン 0.15 0

大夏 0.50 0

えんどう 0.72 0

いんげん豆・そら豆 0.50 0

牛肉 0.06 1～2

ロース トビー フ 0.06 0

コンビーフ缶詰 0.02 0

やまと煮缶詰 0.04 0

豚肉 0.4～0.6 2

ロース トハ ム 0.48 50

ベ ー コン 0.10 35

ソー セ ー ジ 0.15 10～20

ウインナ 0.17 10

鶏肉 0.14 1

鶏卵 0.10 0

牛乳(未殺菌のもの) 0.03 2

コンデンスミルク 0.06 2

魚類平均 0.06(αOl～0.20)

鮭生 0.25 2

鮭水煮缶詰 0.02 0

鱒生 0.22 0

鱒水煮缶詰 0.05 0

鰯缶詰 0.04 0

一般貝類缶詰 0.02 0

じゃがいも 0.ll 13～23

さといも 0.15 3～8

さつまいも 0.15 17～30

いもがら(ずいき) 0.Ol～0.05 0～4

切干さつまいも 0.18 10

にんじん 0.06 5

キャベツ 0.03～0.05 24～44

食 品 名
食品100g当 りの

ビタミンBl(mg)
ビタミンC(mg)

玉ねぎ 0.03 5

南瓜 0.03 6

くりかぼちゃ 0.10 39

冬瓜 0.01 30

ごぼう 0.04 2～4

もやし 0.13 2～8

大根 0.03 15

切干大根 0.32 24

たくあん漬 0.05 15

奈良漬 0.03～0.04 4

大根糠味噌漬 0.36 14

白菜 0.05 22

白菜塩漬 0.03 29

なす 0.10 2

なす糠味噌漬 0.02 6

きゅうり 0.18 13

きゅうり糠味噌漬 0.03 13

かぶ 0.28 13～17

かぶ糠味噌漬 0.02～0.07 32

かぶ葉 0.27 22～75

かぶ葉糠味噌漬 0.08 42

まびきな 050 70

まびきな糠味噌漬 0.03～0.04 30

野菜平均 0.08(0.02～0.20) 4

きのこ缶詰 0.04～0.08 0

干ししいたけ 057 0

ひじき 0.Ol 0

あさくさのり(中級) 0.21 95

あさくさのり(下級) 0.12 75

わかめ 0.07～0.30 15

こんぶ 0.21～0.80 0～25

ゼンマイ 0～0.10 0～10

かんぴょう 0.2 0

味噌 0.04(0.03～ α05) 0

醤油 0.02 0

ソース 0.Ol～0.03 0

植物油 0. 0

ラード 0. 0

砂糖 0. 0

アルコール飲料 0. 0

成人男子のビタミンBlの1日 必 要量は1ミリグラム(労 作が重い場合には1.2～1.4ミリグラム)とされている。

成人男子のビタミンCの1日 必要量は壊血病にならないためには10ミリグラム、50～60ミ1ワグラムが適量。
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上肢筋 の麻 痺で は手 の使 用が困難 にな り、進行

す ると足 のばあい と同様 に手首か ら先が垂 れ る手

下垂(handdrOP)が 起 こる。下肢 と上肢 の障害が強

い ときは躯幹 筋 もおか され、横 臥か ら身体 をお こ

せ な くなる。

脳神経領域 の障害で は、喉頭 筋の麻痺 に よる嗅

声あ るいは無 声、顔面筋 の麻 痺、弱視が比 較的 し

ば しば現 れる。 まれ に難聴 や耳鳴、眼球運動 の障

害、嚥下 困難 もみ られ る。

麻痺 した筋肉は数週で萎縮 を起 こすが 、麻 痺の

強い筋 肉ほ ど萎縮 も強い。

アキ レス腱 反射の異常が膝 蓋腱反射 の異常 よ り

早 く現 れ、治る ときには逆 にアキ レス腱 反射 の回

復 の方が遅 い。

二)急 性悪性 または衝 心性脚気 の症状

心臓 の障害 を主 とす る ものである。

急激 に きたばあい には、 「衝 心」(古 代 中国で

命名)と い う。健康状態(脚 気準備状態)か ら突

然衝心す る こともあ るが 、それ はきわめて まれで

あ る。通常 、初期の脚気 あるい は水腫性脚 気の患

者が、過労 、不養生、気 象変化 などに よって急 に

悪化 して衝心 になるこ とが多い。青年 、壮 年の比

較的強壮 な者 にお きやす い。初期の病状 か ら急 に

心臓 の症状 が悪化す る。高 度の倦怠 、心悸 充進、

心部圧迫 、胸内苦悶 、呼吸促 迫、呼吸 困難 を起 こ

し、苦悶のため患者は帳転反側 し不穏状態 になる。

食欲 は消 失 し、 口渇 、嘔気 があ り、 しば しば嘔吐

す る。尿 量は高度 に減 り、 と きに無尿 になる。意

識 は末期 まで明瞭 であ り、その ため患 者は よけい

に苦 しむ。顔面 ・指先 は紫青色(チ ア ノーゼ)に

な り、手足の先 は冷た く、体温 は下 が り、意識が

消失 、呼吸浅 く、遂 に心臓 が停止す る。

典 型的 な衝心状態 は非常 に急 で、二、三 日中に

死 亡す る。 しか し衝心 は必ず死亡 す るわ けではな

く、 ビタ ミンのない時代で も適切 な処罹 をほ どこ

せば数 日で危機 を脱 し、徐 々に回復 し治 った。

・脚 気の歴史

江戸時代 のご く初期 に、 すで に上層の武十 た ち

は 白米食 をは じめてお り、家光の将軍 時代(1623

～51)に は 、武士階級 に広 く白米 食が普及 してい

た。元禄(1688～)以 前 に、す で に米 といえば 白

米 を指す ようになっていた。他方、都市 町人層 に

も元禄時代 以前 に、相 当広 く白米食が普 及 してい

た。 これ ら武 士、都市 町人 にお ける白米 食の普及

が 、上 は将軍か ら下 は町人 に至 るまで、あ まね く

脚気 を発症 させ る主 因 とな った。 ただ農 民 におい

て は、事態 は全 く異 なってい た。水呑 み百姓はい

うに及ばず、中下民 な ども依然 と して哀 れな食生

活 を続 けていた。そ のため、い ったん不作 に見舞

われ る と、忽 ち餓死 の危 険 にさらされた。 しか し

餓死す る ことはあ って も、雑穀疏菜 とい う粗食の

お蔭で 、 これ ら農民 には脚気 は ほとん ど発 症 しな

か った(動 物 実験で も飢餓 では ビタ ミンB!欠 乏

がお きない)。 明治 において も同様 、農村 におい

て は脚気 は流行 には至 らなかった。

室町時代 には漬物 といえば塩漬の漬物(一 部糠

漬、味噌漬)が 、用 い られてい たのが 、家光時代

以後、糠 の大量生産(す なわ ち白米 の大量 生産)

に伴 い、糠 が糠味噌汁 や糠 食 と して食用 に供 され

るようにな った。 しか し、食生活 の向上 につれ、

食用 としての糠の価値 は低 下 し、飢謹 時や特殊 な

場合 を除 き糠 食 は行 われな くなった。 また糠味噌

汁 も享保(1716～36)以 後 は、一般 には用い られ

な くなったが、糠 の一大 利用法 と して糠 漬が創作

され江戸 時代後期 には糠 味噌漬が あまね く行われ

るよ うにな った。方法 も今 日と何 ら変 わる ところ

が なかった。

糠 、糠 味噌漬 、沢庵 漬及 びその他 の食品の ビタ

ミンB1と ビタ ミンCの 含有量 を示 す と表の ご と

くである。沢庵漬 は干大根のせ いか、糠中のBl

が 浸 透せず全 く増加 してい ない。糠 味噌漬で はい

ず れ もB1が かな り増加 している。 しか し一 日の

常 食量 を考 えれば、糠 味噌漬 に よって脚気 を予 防

するほ どの ビタ ミンB1摂 取 は とうてい不可能 で

ある。 しか も、実際 には、 白米や炭水化物 を取 れ

ば取 るほ ど、 これ をTCA回 路 を使 って 、代謝 ・

燃 焼す るために ビタ ミンB1を 必 要 とす る。筋 肉

労働 もビ タミンB1が 使 われる し、寒 さに対 して

体 温 を維持 するため に もB1が 必要で ある。 これ

に反 して、脂 肪 を燃焼す るため には、 ビ タ ミンB

1は 必要 としない。 あざ らしな どの油 を食べ れば

水腫病(脚 気)は 防げ たか もしれない。

野菜 は乾燥 したもの、特 に切 り干 し大根は良い。

そ の 他 は豆 類 で あ る。 しか しそ れ で も一 日 に

4009と な る と摂取 す るの も大変 だが 、100人 分

で は約4kg、250日 分 と して も約1ト ン となる。

ビ タミンの ことを考 えただけで もこれ だけの副 食
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物が いる。 ビタ ミンB1は 肝臓 や筋 肉内に貯 蔵 さ

れ るが約5～6週 間で な くな って しま う。実際 に

動物実験 で も証明 され ている。B1欠 乏食 を与 え

た人体実験 で も、早 ければ1ヵ 月、遅 くとも2～

3ヵ 月 で症状 があ らわれ る。

斜里 で最 初に症状 を訴 えたのは、大鰐村 の富蔵

で10月7日 であ る。生魚 を9月 に食べ ている よう

だが、 その時か ら数 えて も約1ヶ 月経 ってい るこ

とになる。郷 夫の富蔵 は寒 さに対 して条件 の最 も

良 くない住居 であ った し、筋 肉労働 も相 当激 しか

ったで ろ うし、 白米 も大食 い したか も しれない。

11月25日 に 死亡 してい るが、発 病 か ら約50日 で

あ る。死 因は心 不全が最 も考 え られ るが 、感 染症

も加わ っているか もしれ ない。

2)ビ タミンB2(肝 臓 、卵 、牛 乳、緑葉菜 、海

苔 、椎茸 、ど じょうに含 まれる)

青 森県津軽地方に発生 した 「シビガッチ ャキ症」

は ビタ ミンB2欠 乏、ニ コチ ン酸 欠乏、 タンパ ク

質欠乏 などの合併 が原因 とされてお り、脂漏性皮

膚炎(鼻 翼、耳朶)と 肛 門 ・陰部の皮膚炎を伴 う。

3)ビ タ ミンB6(肝 、 肉類、牛乳、酵母 、豆類、

野菜 に含 まれ る)

欠 乏症状;動 脈硬 化、老化、脂漏性皮 膚炎 、口

内炎、口角炎、舌 炎、貧血、浮腫 、末梢 神経炎 、

痙攣

ヒ トでは腸内細菌 が ビタ ミンB6を 合成 し、吸

収す るため、欠乏症 は一般 には起 こ りに くい。

4)ナ イア シン(ニ コチ ン酸)(肝 、酵母 、米胚

芽 、米 ぬか、落 花生 に含 まれる)

欠 乏症状;顔 面、脛部 、前 腕、手背 、足 背 など

の 日光 に暴 露 した部分 の皮膚発 赤、水庖 、赤 褐色

の色素沈着 、肥 厚、亀裂 、潰 瘍な どのペ ラ グラ性

皮膚炎が現 れる。

さらに、 口唇 炎、 口角炎 、咽 頭炎、舌炎(舌 の

発 赤、腫脹 、萎 縮 など)唾 液腺腫 大、唾液分泌充

進 、悪心 ・嘔吐 、無酸症、消化不 良、慢性下痢 、

血 便 などの消化器 症状 が 出現 し、つい には頭痛 、

め まい、倦怠感 、不 眠、集 中力低 下、記憶力低下

を きた し、重症 になる と、嗜 眠、幻 覚、錯乱 、痴

呆状 態 に陥 り、 さらに発狂 し、精神分 裂状態 に達

す る。 また下肢 の知覚 鈍麻 または麻痺 を伴 うこ と

もある。

5)ビ タ ミンC(柑 橘類 、野菜類 、緑茶 に含 まれ

る)

壊 血病 の初 期症状 は全 身倦 怠感、易疲労 感、脱

力感、感染 に対す る抵抗力 減弱、体重減少 な どを

訴 える。毛細 血管が脆弱 なため、毛嚢周 囲点状出

血、粘膜 ・皮膚の大小 出血斑 、歯肉の腫脹 ・出血 ・

潰瘍 などが現 れる。 さらに進行す ると消化管出1血、

尿路出血 な どをきた し、貧血 を招 来す る。

斎藤 の 日記 には出血 な どの記載が無 く、壊 血病

はそれ ほ ど問題 にな らなかったのか も知 れない。

欧米で はB1不 足 による脚気 が ないか わ りに、 こ

の壊血病が 戦地、航海 な どで問題 になっていた。

これ に対 して、我が国 では この ような特殊 な状況

で も壊血病 はほ とんど発生 しなか った。 これはわ

が国独 自の食 文化 と しての野 菜の漬物が あるか ら

で、 これ に加 えて緑茶 の摂取 によ り、 ビ タ ミンC

は ほとん ど十分 に摂取で きていた ようだ。 西南戦

争、 日清 ・日露 戦争、太平洋 戦争で も脚気 は大問

題 であ ったが、壊血病はほ とんど発症 しなかった。

日露戦争 は ビタ ミン戦争 とも言 え、 日本 は脚気 、

ロシアは壊血病で、二万人 もの死者 を出 してい る。

日本は 白米 でな く胚 芽米 を食べ れば良 く、 ロシア

は、た くさん持 っていた大豆 を煮 ないで、 もや し

に して食べ れば良か った。文 化5年(1808)の 仙

台藩の第一次蝦 夷出兵 に際 して、大槻玄沢(1757

～1827)は 藩 命に よ り 「寒 地病案」 を編 述 して従

軍 医官の人 々に与 えて、頻発 した 「水 腫病」 の被

害 を最小 限 に食止 めるべ くそ の予 防 を企て た。玄

沢 が従 軍医官 に贈 った とい う 「寒地病 案」 は彼 の

「臥牛 医案」 なる書 に収 録 され てその一部 をな し

ているが、実は玄沢 の著 では な くして門人 に 「軍

中備要 方」 及び 「ヘ イステルの内科書」 の 「シケ

ウルホ イ クScorbntus(壊 血 病)」 の項 を訳 出 さ

せ た ものであ った。 そ してその用語 として、清の

世宗時代 に用 い られた青腿牙清 を使 った。

玄沢 自身が 「水腫病」 を観 察 し、 これを記 載 し

てその予 防法 な どを論 じれば良か った。西洋 には

ない脚気 は蘭学 医書 「ヘ イステルの内科書」 には

記載 され ているわけが な く、当時 に西洋で 問題 に

なっていた壊血病を水腫病 と同一視 して しまった。

江戸後期 に蜀 山人、四方赤 良 と号 して和漢雅俗

に渉る学 を駆使 して狂歌雅文 にその才能 を発揮 し

た太 田南畝 は、文化6年(1809)「 金 曽木」 と題

す る一著 を公 に した。 この 中に 「青腿牙 清好薬」

とい う一文が収 められている。下記 に全文 を記す。

青腿牙疽 好薬 犀角解毒丹
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奥蝦夷の地にて脚に紫色の斑紋を発 し口中腐燗

するを治す。

奥蝦夷地に異病あ り、其名を青腿牙瘡といふ。

毎年暮より春の末迄の間に病む者あ り、夏より冬

迄の問はいまだ見ず、故に奥地に越年せ し人にの

み此患あ り。我国地方になき病故、病人も医師も

心得ぬもの多 し、今其大略を記す。

此病軽重によりて見症中不同にいへども、先は

じめ外部に冒さるる如 く、寒熱ありて脚膝微腫骨

節痛み此時にはや牙齪腫脚に紫斑 を発するものあ

り。よくよく心 を附て見るべ し。又紫斑を発せぬ

ものも有 り。其後 日を経るに随て、或は水腫の如

く脇腹腰脚洪腫の事あ り。或は脚気の如 く、腫は

微なれども衝心つよく呼吸促迫するものあ り。或

は痛風の如 く、身体痛甚 しく、自ら転倒する事あ

たわざる者あり。種々の症を顕はすといへ ども、

誰にも同 じき所は皆必下部或は一身に紫黒色の斑

紋を発し、牙齪腫痛口中腐燗 し飲食ともに下らず、

いかんともすべからざるに至るもの多し。

暮より春に至 り此病にきざし有 りて、或は寒熱

或は脚痛口中不和心下病等の症あらば、先奇効剤

を用ひて寒邪を発散 し、速に此解毒丹を用ゆべし。

牙齪腫痛足に発せばいよいよ多く此解毒丹を服 し

て其効を得べ し、怠 りゆるがせすべからず。

太田南畝は、医家で もなく、直接蝦夷地に渡っ

て水腫病を実際に経験 したわけでも、目撃 したわ

けでもなかった。この文は恐 らく、玄沢の 「寒地

病案」を読んで書いたものであ り、水腫病の病状

を記載 したと考えないほうが良いと思われる。

むしろ、 「新撰北海道史」の、 「蝦夷地に越冬

する和人は一種の病に犯 され、多 く死亡 した。其

症状は最初、二便が渋 り、足の甲より浮腫を生 じ、

次第に腰に及び、水膨れとな り、顔又むくみ、腹

部が鼓の如 くなり、苦痛甚だしく、終に死亡する

もので、其容態は頗る脚気病に似て居るが、原因

が不明なので、仮に俗説に従ひ水腫病 と称 して置

く。寒気 より来ると言ひ、又野菜の欠乏より来る

と言ひ、古来種々議論があるが蝦夷人は極めて少

なく、和人に多 く、殊に風土に慣れない諸藩警衛

の士の如 きは最 も罹 り易 く、季節より言えば夏に

少なくして冬に多 く雪中籠居 して之に罹 り、春暖

気に向う頃に到って殊 に多 く死亡 した様である」

の記載は、実状を現 していると考える。 しか しな

がら 「原始慢筆風土年表」(文 化五年)に は 「浮

腫 に悩め るあ りて多 くは紅紫 の寸点 を顕 し死 に至

らん とす」 の記載 もあ る。

そ うか と思 うと、安政三年 に秋 田藩が西蝦夷地

の増毛地方 の警備 を命ぜ られた際、一・年 間従軍 医

官 と して、緒方洪庵 、杉 田玄端 の弟子の秋 田藩士

岩 谷省達が著 した 「胡地養生考」 秋田県立図書館

蔵 の記載 は次 ぎの ようであ る。

増 毛地方 の 「水腫」 または 「腫病 」の発生す る

時期は 「冬 月、寒気 ヲ得 、春暖 ヲ須 テ発スル」 「緋

ノ漁時ニナ レバ病 人ナ シ」

この 「腫病」は 「不正ノ気」が 「速 カニ発セズ」

「潜伏 内攻 シテ春 陽 ヲ得 テ」 か ら発 す るもので あ

る と した。誘 因 として 「月夜速 リニ剣術セ シ人共

二水 腫」 にな りやす く、 また、 「壮 実 ノモ ノ急 二

飲 食 ヲ減少 シテ却 テ腫病」 になる もの もい る とい

う。病状 として 「酷 寒二 冒触 スルモ ノ春暖 こ至 リ

多 ク凍瘡 ヲ患 フ、手足攣痺股脚 二紫黒 ヲ顕 ス」 と

ある。

・治療 法 と しては

一
、 「小豆の煎汁ニテ大根 ノ絞汁 ヲ呑マ シム」、

二、 「赤豆 二碗米 一碗 ノ粥 ヲ食 シテ多 ク治ス」

三、 「赤小豆 ト生 ゴボウ煮テ用 フル捷効 ヲ奏ス」

四、 「ゴボウ ノ生絞汁 ヲ服 シ強 ク吐下 シ却 テ病

者危篤二至 ル者 ア リ」

五、 「ビンザ ラサ(草 名)濃 煎 シ用 テ小便 ヲ利

スル聖薬 トス」

六、 「土人水腫ニハマナス花用 テ効アリ ト云 フ、

煎 汁 ヲ尋常 ノ茶 ノ如 ク朝夕用」

「手足攣痺 股脚二紫黒 ヲ顕 ス」 は出血 を現 すの

か、 それ とも凍傷か。 いずれ にせ よ、治療法 は、

ビタ ミンB1を 豊富 に含 んだ ものの代表 である小

豆、赤豆 、赤小 豆、 ゴボウが選ばれてい る。

B)寒 冷

食事 の問題以上 に健康 を悪化 させ た ものは寒冷

で ある。月別死亡者数 で も十一月か ら閏六月 にい

たる九 カ月間 に於 いて、十二月 と一 月に断然多数

の死亡者 を出 してい る。

1)住 居

斜里 は蝦夷地 で も酷 寒の場所で 、蝦 夷人で さえ

越冬 は避 け るほ ど、極 めて条件 の悪 い十 地であ っ

た。斎 藤勝利 はこれを蝦夷人 よ り聞いて、以後 は

斜里 は警固地 とすべ きでない と書い ている。

飯炊 き蝦夷 人弁慶 の話 と して 、 「斜里 は冬季 問の

寒気 はす こぶ る強 く、 とて も越年 な どは出来そ う
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に もない所 と前 々か らきまってお り、 ここに住 ん

でいる蝦夷人 たちは冬 季問 は、斜里 か ら東海岸へ

向かって山合 を隔て七里ほ ど離 れた屈斜 路湖周辺

の温泉地帯で過 ご し、翌年の 四月ごろ まで斜里 に

は帰 って来 ない」 とある。

この ことか らも分 かる ように、準備 の不足 した

津軽 人た ちに とって、斜里で の越冬 は無理で あっ

た。当時の住居事情 では、吹雪 きも室内 に吹 き込

んだであ ろう し、暖房 も、い ろ り、火鉢、炬燵 、

あんか、の どれを使 ったので あろ う。夜間の冷気

は体 温 を極度 に低下 させ たであ ろう。

斜 里事件 の二年前の文化 二年(1805)の 春 、択

捉 島 に渡 った津軽 藩士山崎半蔵 は 「万里堂蝦夷 日

記抜 書」 と題す る 日記の なか で、最 上徳内が酷寒

の風 土 と本症 とは何 ら密接 な関係 を有せず、寒 さ

を凌 ぐため長時 間炭火で暖 を取 るため、炭火 か ら

発 生す る 「火毒」 が人体 に作用 して 「腫病」が起

こると説 いたので、半蔵は部下八名 を徳内に預け、

実際 に実験 した ところ、翌年 までに三名は死亡 し、

二名は罹患 して、無事な ものわずか三名であった、

と記 してい る。斜里 の津軽藩守備 隊の隊長で あっ

た最 上徳内 は水腫病 をすで に知 っていた こ とは明

らかであ る。 自分 だけは鯨油 を米 にかけて食べ て

いた といわれ ているが、 「火毒」 でない ことが分

か り、栄養の ため と知 っての ことか。

それだけ知 っていなが ら、部下 を浮腫 病か ら守

れないばか りか 、部 下 を途 中で 出立帰 国 させず、

その くせ 自分 は樺太 に行 くと嘘 までついて宗谷へ

行 った行動の不可解 さは、幕府 の隠密なるが故か。

安政3年(1856)の 「御諭書」で も、得 内の 「火

毒説」 とほぼ同様 に、 「火気中に籠 りたる 「炭素」

とい う一種の気が あ り、炭火 は殊 に甚 し く、其気

に深 くあた りぬ れば、身体の蒸気 を塞 ぎて、多 く

は浮腫 病 を発 し甚敷は忽 ち量眩昏倒する もの なり。

平常 第一の養生 はたえず山野 を歩行 し、身体 を運

動 し、武芸力業等 をな してお こた りなけれ ば、寒

邪 におか されず 、 まして浮腫 の憂決 して なか るべ

し」 と、記 されている。大正3年 の臨時脚気病調

査 会におい て、長與 又郎 は、 「北 海道 に於 ける所

謂水腫 病 に就 て」 と題 して、以下 の ように記 して

いる。

「北海道に於ける所謂水腫病は単 に脚気に外な

らずと断ずること能はざるが如 く、其の一部は比

較的予後不良ならず、症状は湿性脚気に一致する

も、水腫病の他の一型即ち高度発熱と主として顔

面に始まり漸次下降する強度の浮腫 を特有 として

予後多 く不良なるものは、湿性脚気 と断 じ去るの

根拠なきが如 し、此の疾患は内地に於ける脚気の

諸型とは異なれるものあ り、印度に於ける流行性

水腫に類似せる所多きも熱、貧血、発疹等の関係

は之と異なれる所あ り、此の病状は何等かの熱性

疾患に脚気の合併せるものと断定するの根拠なし、

何れにせよ該病 と脚気病との問には其の発生要約

及病の本態に於いて近似せるものあるは疑ふべか

らず、したがって脚気本態の研究にとりて該病の

精細なる調査は意義あるものなり」

一上級 隊員(勘 定人 ・与力 ・作 事受払役 ・御 医者
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等)、 中級隊員(足 軽 ・御持鑓等)、 下級隊員(大

工 ・鳶 ・郷夫等)に 分けると、死亡者の比率は上

級隊員 より中級隊員、中級隊員より下級隊員と著

しく増加 している。生存帰国者の比率は上級隊員

が中級隊員、下級隊員の二倍である。中級隊員と

下級隊員の生存帰国者の比率が余 り変わらないの

は、中級隊員の引揚前出立者の比率が下級隊員の

二倍以上であるためである。これは、中級隊員は

引揚前出立の願い出が許可されたのに反し、下級

隊員は引揚前出立の許可がとり難かったためであ

ろう。上級隊員は柾屋根の上長屋(三 十六坪)、

中級隊員は柾屋根の中長屋(三 十坪)、 下級隊員

は萱葺 き屋根の下長屋(三 十坪)に 住んだのだか

ら、三種の長屋の寒 さに対する防御の差が、その

まま発病の差になっているとも思われる。外での

仕事をさせられた下級隊員はさらに不利であった。

2)服 装

服装 も毛皮 な どもな く、袷 を重 ねた程度で は、

体 温 を相当 に奪 われたであ ろ う。屋外 での仕事 が

ある郷夫 たちは特 にひ ど く、凍傷 もあ ったであろ

う。

現 存す る脚気

白米食 をやめ られ ない わが 国の食生活 では、副

食 をか な り改 善 して も、B1摂 取量 をいち じる し

く増加 させ る ことがで きない(平 成元年 お よび同

三年の 国民栄 養調査で もビタ ミンBl摂 取 量は1

日1.26ミ リ グラムにす ぎない)。

白米食 の もとで 、副食 の下落、偏食 、摂 食不良

な ど悪条件 が加 われば、B1欠 乏(脚 気)を 起 こ

して も決 して不 思議 で は ない。 昭和45年 以 後 も

10～20人 前 後 の脚気死亡が続 いているのであ る。

昭和47年 に三度 の食事 を会社 の寮 と社内食堂で

とっていた24歳 の男性 の脚気心、昭和48年 、偏

食 と摂 食不足、飲酒癖 の15歳 の男性 の脚気心の報

告 、その後 も神経 内科 の学会 な どで 「■ド肢浮腫 を

伴 う多発 神経炎」 が新 しい疾患 としての報告が多

数 ある。患者は10歳 代か ら20歳 代(と くに10歳 代)

が ほ とん どで 、発 生地区 は九州 、四国、近畿 と西

日本が中心で あった。患者 の食事 に欠陥が あるこ

と、血 中ビ タミンB1値 が低 い こと、薬剤 として

のB1が 著効 を示す ことな どか らビタ ミンB1欠

乏症 と確定 された。 白米主食 、 インスタ ン ト食品

や加工 食品の多用 、偏 食(肉 、魚 、牛乳 、野菜嫌

い)、 単 純食(副 食 の種 類が少 ない)、 砂 糖入 り

清涼飲料 水や砂糖入 りコー ヒー、菓子類 な ど糖質

の多量摂 取、低蛋 白食 、そ して激 しい運 動が主因

で ある とされた。

脚気 は消滅 した過去 の病気で はない。 白米主食

が続 く限 り、いつ で も脚気 は発生 しうる。 日本 に

お いては決 して脚気病 を忘 れ去 って はな らない。

飽食 の時代 といわれる今 日だが 、心 の こもった

家庭料理 が減 り、イ ンス タン ト食 品や加 工食品の

安易 な利 用、外食産業 の蔓延 によって、家庭外で

の安直 な食事 も増加 する一方で ある。食生活の基

本 ・… 自然の食 品を調和 よ く摂 る・… を無視 した

食 の簡易化が 、栄養 の不均 衡 を きた し、肥満症や

各種成 人病 をつ くる一方、 ビタ ミン欠乏 を来 した

のである。

結語

浮腫 病 は、 ビタミン不足 と くにB1の 不足が よ

り強 く原因 している。 これ に、 タンパ ク質不足 さ

らに寒冷が、病状 を悪 化 させ たと考 え られる。
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